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発
掘
調
査
開
始
！

三
内
丸
山
遺
跡
で
は
、
ム
ラ
の

移
り
変
わ
り
や
人
々
の
生
活
の
よ

う
す
を
解
き
明
か
す
た
め
、
毎
年

発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
第
49
次
発
掘
調
査
と
し

て
、
第
２
号
道
路
跡
北
端
周
辺
の

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
写
真

青
色
の
部
分
）。

道
路
跡
は
、
南
北
に
約
３
７
０

ｍ
続
き
、
北
端
周
辺
で
は
、
墓
や

掘
立
柱
建
物
跡
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
墓
は
道
路
の
西
側
に
つ
く

ら
れ
、
掘
立
柱
建
物
は
道
路
の
両

側
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
の
目
的
は
、
道
路
跡

西
側
の
未
調
査
部
分
の
遺
構
分
布

と
墓
の
詳
し
い
年
代
を
調
べ
る
こ

と
で
す
。

発
掘
調
査
は
、７
月
１
日
(月
)か

ら
公
開
を
行
い
、
９
月
13
日
(金
)

ま
で
の
平
日
に
自
由
に
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
開

日
の
午
前
11
時
か
ら
、
発
掘
調
査

担
当
者
に
よ
る
「
現
場
ガ
イ
ド
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
に

つ
い
て
の
疑
問
や
質
問
等
に
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
三
内
丸
山
遺
跡
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
、「
発
掘
最
前
線
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
調
査
の
よ
う
す

を
毎
週
更
新
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

【青い部分が発掘調査地点】

特
別
展

「
海
が
む
す
ぶ
縄
文
」

︱
津
軽
海
峡
と
三
内
丸
山
︱
を
開
催
し
ま
す

三内丸山遺跡センター５周年記念特別展第２部
「海がむすぶ縄文－津軽海峡と三内丸山－」

会 場：三内丸山遺跡センター企画展示室
会 期：令和６年７月12日(金)～９月23日(月・祝）
観覧時間：午前９時～午後６時 ※入場は閉館の30分前まで
休 館 日：８月26日（月）
観 覧 料：一般900円（720円）、高校・大学生450円（360円）

( ）内は20名以上の団体、中学生以下無料
※特別展観覧料で遺跡を含む常設展も観覧可能です。

【土偶(添山遺跡：北海道北斗市）】

津
軽
海
峡
は
青
森
県
と
北
海
道

の
間
に
あ
り
ま
す
。
海
峡
の
沿
岸

に
暮
ら
し
た
人
々
は
、
ど
の
よ
う

な
交
流
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。こ

れ
ま
で
、
両
地
域
の
遺
跡
か

ら
は
、
生
活
や
文
化
の
共
通
性
を

示
す
資
料
が
多
数
発
見
さ
れ
て
お

り
、
津
軽
海
峡
が
「
も
の
・
ひ
と
・

情
報
」
を
む
す
ぶ
重
要
な
「
道
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
特
別
展
で
は
、
青
森
県

と
北
海
道
の
縄
文
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
交
易
品
な
ど
を
紹
介
し
、
両

地
域
の
つ
な
が
り
を
考
え
ま
す
。

ま
た
、
特
別
展
に
関
連
し
た
２

回
の
講
座
や
青
森
か
ら
北
海
道
に

運
ば
れ
た
可
能
性
の
あ
る
、
ベ
ン

ケ
イ
ガ
イ
を
用
い
た
さ
ん
ま
る
縄

文
体
験
「
貝
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

作
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
す
。
特
別

展
の
観
覧
と
あ
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【津軽半島から北海道を臨む】

【現場ガイドの様子】



７
月
に
世
界
遺
産
登
録
３
周
年
を
迎
え
る

青
森
県
内
の
縄
文
遺
跡
群
を
巡
っ
て
、
素
敵
な

県
産
品
が
も
ら
え
る
、
｢縄
文
お
で
か
け
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
｣を
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
は
簡
単
、
お
手
持
ち
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
搭

載
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
参
加
登
録
を
し
た

ら
、
県
内
９
つ
の
エ
リ
ア
に
あ
る
各
遺
跡
や
関

連
施
設
を
訪
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
サ
イ
ト
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
す
る
と
、
各
遺
跡
と
関
連
施
設

ご
と
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
が
記
録

さ
れ
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
を
手
に
入
れ
た
ら
、
賞
品
の
抽
選

応
募
も
忘
れ
ず
に
‼
１
エ
リ
ア
で
も
応
募
が

で
き
ま
す
。
来
訪
エ
リ
ア
数
が
増
え
る
と
、
応

募
で
き
る
賞
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

こ
の
夏
は
県
内
の
縄
文
遺
跡
群
、
９
エ
リ

ア
、
全
13
か
所
の
遺
跡
と
関
連
施
設
を
楽
し
ん

で
巡
り
ま
し
ょ
う
‼

さ
ん
ま
る
縄
文
体
験
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

土
器
や
土
偶
作
り
の
ほ
か
、

イ
ノ
シ
シ
の
骨
で
針
を
作
り
、

刺
繍
を
体
験
す
る
「
縄
文
時
代

の
針
を
作
ろ
う
」
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
縄
文
時
代
に
つ
い

て
学
べ
る
体
験
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
申
込
み
方
法
等
の
詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

さ
ん
ま
る
縄
文
体
験
の

お
知
ら
せ

開催日 メニュー 定員 申込締切
８／17(土)

土器を作ろう①・② 20 ７／31(水)
10／19(土)
９／７(土) 貝のアクセサリーを作ろう 25 ８／21(水)
10／５(土) 土偶を作ろう 25 ９／18(水)
11／９(土) 縄文時代の針を作ろう 20 10／23(水)
12／21(土) 石のアクセサリーを作ろう 20 12／４(水)
※対象は小学３年生以上 (小学３・４年生は保護者の同伴が必要です。）

「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録３周年を記念し、
さまざまなイベントを実施します。
＜開催期間＞
令和６年７月20日(土)～28日(日)
＜開催内容＞
●三内丸山縄文夏祭り 20日(土)、21日(日)
釣りや狩りなどの縄文時代の生活を体験できる縄文ハンター、
ミニチュアの土器や土偶の発掘体験ができる発掘ひろばなどの体
験イベントのほか、ステージイベント、あおもりべじまつりによる
マルシェ、スーパーボールすくいなど、夏祭りならではのイベント
を予定しています。

●さんまる世界遺産の日 27日(土)
「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録３周年を記念し
て、縄文遺跡群の価値や魅力についての講演や意見交換などを行
う「世界遺産登録３周年記念青森フォーラム」を開催します。
このほか、縄文遺跡群と湖池屋のコラボ商品「湖池屋プライドポ
テト 日本の神業 縄文香る帆立だし」の無料配
布や、さんまると記念写真を撮ろう！、集まれ！
未来の縄文博士たち！縄文自由研究室などを行
います。詳細はＨＰでご確認下さい。

●週末観覧料無料
期間中の週末20日(土)、21日(日)、27日(土)、
28日(日)は、遺跡を含む常設展の観覧料が無料
です（特別展は別途観覧料がかかります）

�����������世界遺産登録３周年記念
�����������������｢さんまる世界遺産ウィーク」開催！

開館時間 (入場は閉館の30分前まで)
10月～５月（ＧＷを除く）：９時～17時
ＧＷ・６月～９月：９時～18時
見学料 休館日
一般410円(330円） 毎月第４月曜日
高校生・大学生等200円(160円) (第４月曜日が
中学生以下無料 休日の場合はその翌日）
※( )は20名以上の団体 12月30日～１月１日
※特別展の観覧料は別途

公共交通機関
・青森市営バス
ＪＲ青森駅から⑥番乗り場 三内丸山遺跡線
三内丸山遺跡前で下車
料金310円 30～40分
・あおもりシャトルdeルートバス（ねぶたん号）
ＪＲ新青森駅東口
三内丸山遺跡前で下車 料金300円 約15分

さんまるミュージアムの定時案内
10：30、14：30の２回、各回15分程度

ボランティアガイドの定時案内
９：30、10：30、11：30、13：00、14：00、15：00、15：30
お問合せ先：三内丸山応援隊 017-766-8282

【「土偶を作ろう」の様子】

さんまる縄文体験 今後の予定


